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第２回 彦根市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進協議会 

 

日 時  平成 30 年 8 月 1 日(水) 10 時 00 分から 12 時 00 分まで 

場 所  彦根勤労福祉会館 4 階 大ホール 

 

○地方創生推進室長 

 定刻の時間より少し早いですが、全員そろいましたので、ただいまから、第２回彦根市

まち・ひと・しごと創生総合戦略推進協議会を始めさせていただきたいと思います。 

 本日はお忙しい中をご出席いただきまして、誠にありがとうございます。 

 初めに、大久保市長からご挨拶を申し上げます。 

○市長 

 皆様、改めましておはようございます。大変お忙しいところ、また酷暑の中ご参加をい

ただきまして、誠にありがとうございます。 

 そして、日ごろから委員の皆様方には市政各般にわたって格別のご理解、ご協力を頂戴

しておりますこと、厚く御礼を申し上げたいと思います。 

 これから、本日と次回にわたって、総合戦略に係る各施策につきまして、平成２９年度

のＫＰＩを用いまして、それぞれの専門的知見による各施策の評価、検証をお願いすると

いう機会でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 今回は、基本目標１「魅力ある安定した雇用が生まれるまちづくり」および基本目標３

「若者のチャレンジにより、新しい人の流れが生まれるまちづくり」に係る施策の評価を

お願いするところでございます。 

 基本目標１につきましては、産業・雇用に関する施策が分類されてございますが、これ

は私の公約でもございます「活力ある産業経済政策」を掲げておりますとおり、これは大

きな目標でございます「強い彦根」をつくるというために必要不可欠な、また重要な柱だ

と考えております。 

 また、基本目標の３につきましては、３大学を初めとする高等教育機関が立地している

という本市の強みを生かしまして、学生の地元企業等への定着、あるいは若者の起業など、

大学と連携をした取組を行って、定住や雇用につなげられるような施策を展開する必要が

あるというふうに考えてございます。 

 これらいずれの施策も市単独で実施するものではなくて、これまでにも申し上げており
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ますとおり、産官学金労言、各界各層からオール彦根で取り組んでいくべきものでござい

まして、本日皆様からいただくご意見を踏まえまして、取組の見直し、新規事業の検討な

どを行いまして、次年度の各施策に反映してまいりたいと考えてございますので、ぜひ皆

様方の率直なご意見、ご指導を賜りたいというふうに思っております。 

 ちょっとご報告でございますが、先週スペインへ伺ってまいりまして、スペインのハン

ドボール協会と交渉させていただいて、２０２０年のオリンピック・パラリンピックのホ

ストタウンとして、協力できるように今準備を進めてございます。彦根のまちは２０２４

年の国体に向かって、ハード整備も進めていく道中でございますけれども、こうしたまち

の国際化ということも大きな課題でございます。交流人口を増やして、活気のあるまちを

つくっていくということの一環として、またハードの取組も進んでいくところでございま

すので、世界が大きく動いてございます。そうしたところを皆様方よく把握していただい

てると思っておりますので、そういう見地からもさまざまなご意見、ご指導をいただけた

らと思っておりますので、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

○地方創生推進室長 

 ありがとうございました。 

 なお、本日は委員７名の皆様が全員ご出席いただいております。 

 それでは、彦根市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進協議会設置要綱第５条第１項の

規定に基づきまして、ここからは、廣川会長に議長として進行をお願いしたいと思います。 

 それでは、廣川会長、よろしくお願いいたします。 

○会長 

 改めまして、おはようございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは早速ですが、本日の議題１、平成２９年度ＫＰＩの評価についてでございます。 

 こちらにつきましては、４つある基本目標を、今回と次回の８月６日、第３回協議会の

２回に分けて、２つずつ評価をするという予定にしてございます。 

 今回は、基本目標の１「魅力ある安定した雇用が生まれるまちづくり」、それと３番目

の「若者のチャレンジにより、新しい人の流れが生まれるまちづくり」について、評価を

行うこととしております。 

 評価の進め方につきましては、各基本目標に係る内部評価の結果につきまして、市側の

説明をお聞きした上で、委員各位のご意見をお伺いしたいというふうに思っております。 

 なお、この場で出た意見の取りまとめにつきましては、事務局にお願いしたいと思いま



－ 3 － 

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、基本目標の１につきまして、市側のご説明をお願いしたいと思います。よろ

しくお願いします。 

 

○雇用創出部会長 

 皆さん、おはようございます。私のほうから基本目標１「魅力ある安定した雇用が生ま

れるまちづくり」についてご説明をさせていただきます。資料は１でございます。 

 まず最初に、ここで目的につきましてですけども、「しごと」と「ひと」の好循環を確

立するためには、まず、「しごと」の確保が大事ということで、彦根に多くの人を呼び込

んで、若い世代から結婚・子育ての世代まで、彦根に住み続けるため雇用を創出するとい

うことでございます。 

 つまり、産業振興ならびに安定した雇用や魅力ある雇用を創出して、雇用機会の確保に

努めていくということです。 

 加えて、就業に結びつく「ひと」を育てる支援とか、官民の連携によります新卒者等の

地元就労を促す「しごと」と「ひと」を結びつける支援を促進するということでございま

す。 

 さらに、文化・歴史資産、農林水産などの地域資源を活かして、裾野を広く多くの業種

の雇用に影響を持つ観光産業を活性化させるというようなことでございます。 

 施策としては６本ございます。資料１の２ページ目をお願いしたいと思います。 

 まず、１つ目の施策でございますが、企業立地や産業集積の促進等による地元での就労

環境の整備。これについては、ＫＰＩ指標が３つございます。 

 まず１つ目ですが、彦根管内の有効求人倍率でございまして、２９年度の目標１．３５

のところ結果は１．９８ということでございました。目標達成してるわけでございますけ

ども、課題としましては、現在非常に高い求人倍率で推移しておりますが、これは今後も

このまま求人倍率が高いということで、逆に企業が人手不足になっているという状況にな

っておりまして、今この課題というか目標についても検討する必要があるのかなというふ

うに考えています。今後につきましては首都圏など第２新卒世代とかＵＩＪターンの就職

希望者をターゲットとして、彦根地区の企業を売り出しながら、地域雇用の安定に資する

ことを検討していきたいというふうに考えております。 

 ２つ目のＫＰＩ指標は、工業製品等出荷額で、２９年度の目標は５，８３０億円でした
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けども、結果としては７，１５０億円ということで、この評価としては達成ということで

ございます。今後もこういった高水準を確保していくことが課題でございます。恐らくし

ばらくはこのまま推移するというふうなことも考えられますけども、社会情勢のほうを見

てみますと、不安定な要素もございますので、この点は十分注視していく必要があるとい

うふうに考えております。今後企業立地促進制度の周知に努めまして、各種企業誘致施策

を推進しておりますけども、あわせて企業設備の促進や企業誘致を図っていきたいという

ことで、４月からも新たな施策に取り組んでおります。 

 次に工場等設置奨励措置件数ということで、これは累計でございまして、２９年度の目

標は６４でございましたが、結果としては７９件。これは昭和６１年度から平成２９年度

までの累計でございます。現在もご承知のとおり設備投資意欲が非常に高いというような

状況でございまして、今後もこの高水準の確保が課題というふうに考えておりまして、今

後の課題につきましては、先ほど申しました工業製品等出荷額と同様でございます。 

 次に２つ目の施策としまして、起業や新分野への進出に対する支援による新たな雇用の

創出ということでございまして、起業者数をＫＰＩ指標としておりまして、２９年度の目

標値が５７でございましたが、結果としては５４ということで３人満たずということで、

結果としては不達成ということでございます。これにつきましては、今後の課題としまし

てなかなか難しいことではございますけれども、起業を具体的に考えている層だけでなく、

明確にその起業について意識していない層への周知、働きかけが必要というふうに考えて

おります。今後は、各支援機関と連携を密にして、制度の浸透を図るための方策を検討し

ていきたいというふうに考えております。 

 次に３つ目の施策名は、地場産業の人材確保・育成および競争力強化でございまして、

ＫＰＩが３つございます。これは、それぞれ地場産業の生産額をＫＰＩ指標としておりま

す。 

 まず１つ目は、仏壇産地の生産額でございまして、２９年度の目標は２９億３，７００

万円でございましたが、結果としては２５億５，５００万円ということで、評価は×とい

うことでございます。これにつきましては、内容としましては、人口減少とか、仏壇を置

くといった、そういう生活の様式が大分変わってまいりましたので、今後も非常に難しい

部分があるというふうに考えています。今後の取組としましては、地場産業活性化基本方

針および行動計画に規定いたしました「仏壇の技術を活かした新商品の開発」、「海外市

場の調査」等の取組に対する支援を確実に実施していくものというふうに考えております。
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これにつきましては昨年開設されましたジェトロ等とも協力して海外での展開、またあわ

せて重要伝統的建造物群保存地区における仏壇アカデミーの設置につきましても検討して

いきたいというふうに考えております。 

 ２つ目でございますがバルブでございまして、これは２３０億８，０００万円の目標に

対しまして、２４９億２，４００万円ということで、これは評価としては達成ということ

でございます。これにつきましては、造船需要もまだまだ増えてくるということで、また

あわせて下水道と上水道の公共事業も今後も続くということで、もう少し増えるというふ

うに考えておりますが、今後の需要がどうなるかということが少し課題になるというふう

に考えております。これにつきましては、先ほど申しました地場産業活性化基本方針およ

び行動計画に規定いたします「従業員の定着・地元雇用」、「ビワライトの国内販路拡

大」等の取組に対する支援を確実に実施してまいりたいというふうに考えております。 

 次にファンデーションでございます。これにつきましては、目標は２９億３，７００万

円でございましたけども、結果としては２９億円ということで未達、評価としては×でご

ざいます。従来、ＯＥＭ中心の業界でございまして、発注価格の低迷や発注の海外シフト

などの社会・経済的要因によります生産量や需要の減少が課題となっているということで

ございますが、それにつきましても先ほどの基本方針および行動計画に基づきまして、

「企業連携によります販路拡大戦略の策定」や「各種支援策を活用した新商品の開発」等

の取組に対する支援を確実に実施しているわけでございまして、企業によりまして実際の

「美・ＲＥＩＮＥ（ビ・レーヌ）」という名前でございますが、補正下着を開発してまし

て、これにつきましては国内の首都圏並びに海外、特に中国、こちらのほうで販売を進め

ているというところでございます。 

 ４つ目の施策でございます６次産業化や農商工連携の推進によります農林水産業の競争

力強化についてでございます。２つＫＰＩがございまして、１つ目は認定新規就農者の数

でございますが、目標は７人ということでございましたが実際は５人ということで、結果

としては×でございました。なお、２９年度につきましては、新たな新規就農者はござい

ませんでした。これにつきましては、今後新規就農者の確保を図るため、本市の特徴ある

農業者を若者等にＰＲしていきたいということで、昨年度ホームページを立ち上げまして、

市内の農業者の方々を題材にしてＰＲをさせていただいてるということでございます。こ

れは今後もこのホームページをぜひとも活用してＰＲしていきたいというふうに思ってお

ります。 
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 次に６次産業化に取り組む事業者数ですが、こちらは累計で目標が５でございましたが、

実際は３ということで未達ということでございます。２９年度におきましては、６次産業

化に関する総合化事業計画の承認を国から得た事業者はなかったということが課題でござ

います。今後は園芸栽培や、６次産業化の取組を底上げするため、特産品の創出を図って

まいりたいというふうに考えております。 

 次の施策でございますが、人材不足の職場における人材の確保・定着への支援でござい

ます。これにつきましては指標が２つございまして、福祉の職場説明会参加者のうち就職

に結びついた人数が１つ目のＫＰＩ指標で、目標が１５で結果が１５ということで、目標

達成ということでございます。課題としましては、説明会への参加者が少なく、参加者数

の増加が課題です。また、参加事業所の取組意欲に差がございまして、全体的に意欲の向

上を図ってもらうことが課題と考えております。今後の取組としましては、来場者数を伸

ばすため周知方法や、開催内容の見直しを図るとともに、説明会を活用して人材確保を推

進しようとする参加事業所の取組姿勢の改善を求めていくということでございます。 

 ２つ目が、ひとり親家庭が就職に有利な資格等を取得する際に係る費用助成対象人数を

ＫＰＩとしておりまして、目標は６でございましたが結果は１５ということで、達成をし

ているということでございます。なお、この課題としましては、たくさん資格を受ける方

はいらっしゃったんですが、研修や講座を最後まで修了できない、また修了はしたけれど

も、その得られた資格を生かした就労に結びつかないということが課題ということでござ

いまして、今後はこの助成対象者に対しまして、受講中から資格取得後の求職活動までの

フォローと、就職後のアフターフォローまでを計画的に行っていくという取組を進めてま

いりたいというふうに考えております。 

 次の施策でございますが、観光・文化・スポーツの振興による地域活性化策の強化でご

ざいます。７つございまして、１つ目は観光入込客数でございます。目標は３４０万人の

ところ、結果としては３４１万７，６００人。わずかでございますけども達成ということ

で、評価は〇でございます。これにつきましては、課題としまして、昨年度は国宝・彦根

城築城４１０年祭や、ＮＨＫの大河ドラマの影響もあり、観光客数実人数は前年度に比べ

て増加しておりますが、１人当たりの訪問地点数の増加は見られず、観光入込客数として

は伸び悩んでいることから、今後１人当たりの訪問地点の増加が必要と考えております。

そういったことで、今後は彦根城だけではなく、その周辺等への誘客を図るなどして、よ

り長く彦根に滞在していただける施策が必要と考えており、今年度からは「ひこにゃん」
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を四番町スクエアにも登場させております。また、京橋口の駐車場にレンタサイクル拠点

を新設いたしました。引き続き市内周遊を促進する取組を実施していきたいというふうに

考えております。 

 次に観光消費額でございますが、これにつきましては目標が１８０億円で結果は１９７

億円ということで、〇でございます。これも先ほど申しましたとおり、国宝・彦根城４１

０年祭の関係もあって、日帰り客の観光消費額が大幅に増加したことによって、目標値を

超えるという結果となりましたが、一過性のものとならないようさらなる増加策が必要で

あると考えております。今後は宿泊客を宿泊させるだけではなく、飲食・土産購入・体験

サービスなどの機会を充実させるとともに、経済波及効果を高めるため、観光コンテンツ

の開発やＰＲの充実に取り組んでまいりたいというふうに考えております。 

 ３つ目の指標は、市内宿泊者数でございまして、目標は３４万人のところ実績は４１万

３，４００人ということで、かなりの数が泊まっていただいたということで、結果は〇で

ございます。市内宿泊者数は目標値をかなり超えていますけども、観光地の活性化には、

宿泊者数の全体的な底上げを図ることが課題であるというふうに考えております。今後の

対応としましては、宿泊を促すためには、滞在いただける仕組みや魅力が必要ということ

で、彦根城のライトアップ等の夜間における取組を充実させるとともに、宿泊施設ごとの

魅力づくりと連携した取組を検討してまいりたいというふうに考えております。 

 次に外国人観光客数でございますが、目標が９万人に対し、結果は７万７，９８４人と

いうことで、評価は×でございました。これは先ほど申しましたように、２９年度は減少

という結果でございまして、外国人観光客数は、宿泊費の高騰などによりまして、大都市

から近隣地方へ宿泊へと移行してきましたけども、都市圏での宿泊施設の供給が追いつい

たこともあって、地方では減少に転じています。この傾向は県下同様であって、広域での

外国人観光客の誘客が必要であるというふうに考えております。今後は、広域の連携組織

であります「びわこビジターズビューロー」、また「びわ湖・近江路観光圏」でさらなる

誘致を促進してまいりたいということで、外国人観光客に彦根を主要な観光地として訪問

いただけるよう受け入れ環境の整備や多様な媒体による魅力の発信に取り組んでまいりた

いというふうに考えております。併せて、主要な訪問地点としていただくことも一つの考

え方でございますけども、もう一点は外国人の方に京都や大阪から金沢の方に訪問される

外国人観光客も多いということで、その途中で彦根市にお立ち寄りをいただけるようにし

たいというふうに考えております。 
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 次のＫＰＩ指標でございますが、外国人観光客市内宿泊者数は目標５万人のところ２万

７，６２２人となりまして、評価は×です。これにつきましては、今ほど申し上げました

ように従来、大都市での宿泊は宿泊費の高騰ということで、それが地方に回ってきたのが、

都市圏での宿泊施設の供給が需要に追いついてまいりましたので、先ほど申しましたとお

りこの地域のほうに外国人が回ってきてないという状況でございます。今後につきまして

は、先ほどの外国人観光客数と同じでございます。 

 次に、歴史的風致維持向上施設の整備件数でございますが、目標が１７で結果が２２と

いうことで達成ということであります。課題としましては、ハード、ソフトを含めて、継

続的に取り組んでいく必要があるということで、今後の課題としましては、歴史まちづく

り計画（第２期）を策定いたしまして、歴史的風致を後世に伝えるために、市民団体とと

もに町家の活性・活用などに取り組んでいきますということでございます。 

 最後ですが、本市スポーツイベントへの参加人数ということで、目標は２万７，４８０

人のところ結果としては３万４，９９７人ということで、評価としては達成〇でございま

す。課題としましては、(仮称)彦根総合運動公園、新市民体育センター等の整備期間中、

新会場で円滑にスポーツイベントを開催していくことが必要ということでございます。今

後につきましては、新会場でのスポーツイベントの開催に向け、課題の抽出および検討を

行い、綿密な準備を進めていきたいというふうに考えております。 

 次に、この創生総合戦略に関係する個別の事業の実施状況について、ご説明をさせてい

ただきたいと思います。 

 まず１つ目、チャレンジショップ事業の取組でございます。これにつきましては、商工

会議所が行っていただいていますチャレンジショップ事業に対して補助を行うということ

で、予算額・決算額につきましては記載のとおりでございます。実施結果としましては、

前年度継続が４件、家賃補助として新規が２件、うち店舗改装経費が２件の補助を行いま

した。今後の方針ですが、中心市街地の空き店舗対策、起業支援としての当該事業を関係

者と効果的な実施方法について検討しながら、継続して推進してまいりたいというふうに

考えております。 

 ２つ目でございますが、中小企業が行う国等への申請時の手続の支援ということで、こ

れにつきましては、事業の概要が国等に対する各種支援施策を必要とするものづくり企業

に対して、いろんな申請書類の作成であるとか、実績報告書の作成であるとか、そういっ

たものを支援する窓口を商工会議所に設置するというものでございます。これにつきまし
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ての実施結果としましては、記載のとおり、国、県、関係機関等への補助、支援策の情報

発信が８件。国、県、関係機関と連携した説明会等への出席が８回。３地場産業組合との

定期的な情報交換として情報共有および訪問が１６回。ものづくり企業支援としての巡回

相談が１２２件等々になっております。これにつきまして今後は、ジェトロが本市に連絡

事務所を設置していただいたなどもございまして、事業効果を見きわめながら事業の継続

について判断をしてまいりたいというふうに考えております。 

 続きまして３つ目、仏壇職人の後継者育成支援ということで、仏壇のほうで後継者が非

常に不足してるということで、新たに雇用される職人に対する人件費の補助を行うという

ことでございます。予算額と決算額は４７３万円でございました。新規就業された対象と

なる職人は５人でございまして、この方々に対して補助を行いました。今後も職人の育成

状況であるとか、不足職種などを見ながら継続してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 次に４つ目、仏壇の技術を活かした新商品の開発ということで、これは海外市場調査で

あるとか、意匠開発等の事業に対して補助を行うというものでございます。これに対しま

して、海外意匠開発や各種調査、展示会等、産業振興事業に対しまして補助を行いました。

伝統的工芸品でございます地場産業である彦根仏壇の振興に対する諸事業に対して、今後

も継続的な支援を行ってまいりたいというふうに考えております。 

 ５点目でございますが、ビワライトの国内外への販路拡大という、バルブ協同組合の関

係でございますが、これにつきましては、アメリカの展示会等に参加する事業に対して支

援をするということでございます。実施結果としましては、滋賀県中小企業団体中央会の

補助金を受けて行っておりまして、地場産業のブランド力を高めまして、地域の資源を活

かした新しい付加価値を生み出して、産業の振興に対する事業に対して補助するもので、

各種展示会、びわ湖環境ビジネスメッセへの出展のほか、海外販路拡大のためにＰＲの作

成、ベトナム市場の調査視察等に対して補助を行ったということでございます。今後につ

きましても、滋賀県、滋賀県中小企業団体中央会と連携して継続的な支援を行ってまいり

たいというふうに考えております。 

 続きまして５つ目でございます。地元農産物を使用した地域特産品の開発を支援する取

組で、地元農産物の認知度を向上させるために、実行委員会方式で地元食材を利用した土

産品等の開発を公募して、新商品などの周知を行うということでございます。これは、実

施の具体的な内容は、市特産の「彦根梨」の食べ歩きのスタンプラリーイベント「ひこね
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梨さんぽ」というものを８月２０日から９月１０日まで２２日間にわたって実施をいたし

ました。参加事業者数等、結果につきましては以下のとおりでございまして、これにつき

ましても今後、イベントがおおむね好評であったため、３０年度を限度として、さらに工

夫を考えながら事業を継続して、市の特産品の知名度向上を図りたいというふうに考えて

おりまして、今年度で一応市が関与する分については最終年度というふうに考えてござい

ます。 

 続きまして、ブランド化を見据えました、特産品となり得る園芸作物の品目・品種の栽

培技術や市場動向に関する研究事業の調査ということで、これにつきましては園芸作物の

特産品を創出するため、プロポーザル方式によりまして、実証実験等を行う品目を公募し

て、提案者へ研究開発事業を委託するというようなことをやってます。結果としましては、

２７年度採択および継続事業としたのは、ホワイトアスパラガスの遮光栽培、それと２８

年度採択によって継続事業といたしましたのはコールラビ、これキャベツの一種ですが、

これの量産試験等に対する栽培技術を確立したということでございます。これにつきまし

ては、「ホワイトアスパラガス」が「彦根梨」に続く特産品となるよう、これまでの研究

開発事業で蓄積しました栽培技術などのノウハウを生かして、今後の産地づくりを推進し

てまいりたいというふうに考えております。 

 次ですが、福祉・介護・医療職場等における人材の確保・定着への支援ということで、

事業概要につきましては、保育士資格を持ちながら、保育現場に就労していない人や、こ

れから保育士を目指そうとする人に対し、説明会や現場の体験会等を行って、将来の就労

につなげる。また、民間の保育所等に保育士の処遇向上のための補助を行うということで

ございまして、結果は、保育士の人材を確保するため保育士フェアを開催して、職場紹介

を実施したりして、あわせて処遇向上のための補助を実施したということです。予算額９

１６万６，０００円に対しまして、決算額は７８３万６，７６６円でございました。今後

も継続して保育士の人材確保するために魅力ある保育の職場紹介を実施してまいりまして、

保育士の処遇向上のための補助を実施していきたいというふうに考えております。 

 続きまして、福祉・介護・医療現場等における人材の確保への支援ということで、事業

名としては、障害福祉職場人材確保・定着事業であります。これにつきましては、湖東福

祉圏域１市４町の障害福祉職場における良質な人材確保を図るため、障害者生活支援セン

ターが実施してます介護職員初任者研修にかかる受講料等の助成や、同じく１市４町の障

害福祉事業所等に一定の期間以上就労し、その後も同事業所に引き続き就労の見込める者
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に就労継続支援金を支給するということでございまして、結果としましては、就労継続支

援補助金を４人の方に交付いたしました。今後につきましては、非常に人材の確保が難し

いということでございまして、こういう制度も実施してまいりたいというふうに考えてお

ります。 

 次でございますが、地域福祉人材確保でございます。ここでも地域で必要な福祉人材を

確保するため、合同説明会の開催や、就労者の定着率を高めるための研修を実施するとい

うものでございまして、規定の資格取得に向けた介護福祉士実務者研修受講料の一部を補

助するというものでございます。結果としましては、説明会を６月と１１月の２回、研修

会を１１月に開催しました。補助金を交付したのは４名でございます。今後につきまして

は、職場説明会を通じて一定のマッチングがありますけども、福祉職場における人材確保

と就労定着は大きな課題であって、事業の継続実施によって、引き続き課題解消に向けた

支援を行うということでございます。 

 次でございます。医師・看護師等確保対策でございますが、これにつきましては院内保

育所運営事業および院内学童保育事業の委託実施によって、安心して職務に専念できる職

場環境を整備し、医師・看護師等の確保の定着を図るというものでございまして、結果と

しては外部委託によりまして、院内保育所を３６５日間、１年間開園するとともに、学童

保育事業を小学校の長期休暇（春休み、夏休み、冬休み）計４２日間実施をいたしました。

今後も引き続き、同様の事業を実施して、医師・看護師等の確保、定着を図ってまいりた

いと考えております。 

 続きまして、医師・看護師等確保対策の２つ目でございますが、病院における助産師の

確保を図って、医療体制の安定に資することを目的に、助産師就業支援給付金を給付する

というものでございます。この結果としましては、随時募集を行ってまいりましたけども、

結果助産師の確保には至りませんでした。今後につきましても、分娩取扱件数の推移を見

ながら、適正人数の助産師確保に努めてまいりたいと考えております。 

 次に「彦根市観光振興計画」に基づく官民が一体となって実践する戦略的な観光施策の

推進ということで、まち・ひと・しごと観光振興計画推進事業でございますが、内容とし

ましては、基礎データとなります経済波及効果を測定するというものでございます。これ

につきましては、２８年度に引き続きまして「彦根市観光に関する経済効果測定調査」の

報告書を作成して、関係機関等に配布いたしました。報告書におきましては、推進計画の

基礎データの測定を行うとともに、現状の分析、課題抽出を行い、今後の計画の推進の基
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礎といたしますということでございます。今後につきましても、継続して経済波及効果の

測定を行ってまいりたいと考えております。 

 次に、下から２つ目でございますが、観光振興が地域の活性化に及ぼす効果などについ

て市民や観光事業者を対象とした講演会の開催というようなことを検討しておりましたが、

２９年度は未実施でございました。今年度は昨年度に作成いたしました「彦根市観光に関

する経済効果測定調査報告書」等を用いて事業者向けの研修会を開催して、本市の観光に

関する現状や課題についての周知を行ってまいりたいと考えております。 

 一番下でございますが、地域の多様な関係者を巻き込みつつ、各種データ分析結果を活

用した観光資源の総合プロデュースを実行する日本版ＤＭＯの確立でございます。内容と

しましては、ＤＭＯ候補法人でございました「近江ツーリズムボード」に対する補助およ

び同所で国際観光事業に従事する「地域おこし協力隊」に係る経費を補助するものでござ

いまして、近江ツーリズムボードはＤＭＯ法人として認定をされたところでございます。

実施結果としましては、近江ツーリズムボードのほうで「彦根市観光客満足度調査」の実

施であるとか、モバイル空間データを利用した外国人滞在客のデータ分析および外国人観

光客向け周遊ルート案の作成など観光資源調査・分析や周遊ルート開発等を図っていただ

きました。また、地域おこし協力隊につきましては、近江ツーリズムボードに委託して、

地域おこし協力隊の活動を支援いたしました。今後につきましては、近江ツーリズムボー

ドは、地域連携ＤＭＯ法人として、彦根市のみならず愛知犬上４町および米原市のエリア

を範囲に活動されております。平成２９年１１月２８日付で日本版ＤＭＯの登録を受けら

れましたので、今後もＤＭＯとして活動が確立していけるよう構成自治体等の関係者を巻

き込みながら、地域おこし協力隊員や団体への支援を行ってまいりたいと考えております。 

 続きまして、取組名としまして「食」のコンテンツの開発や充実、「食」を紹介する情

報媒体の創出でございます。事業概要としましては、交流人口の増加策を継続的・迅速に

展開するため、「食べる」ということと「買う」ことの魅力を強化・充実する策として、

近江ツーリズムボードが行う各種事業に対して支援するというものでございます。実施結

果としましては、地域産品の調査・発掘・評価、地域の料理人のために美食料理セミナー

の開催、広報プロモーション、フードカーの活用および新たなビジネスモデルの構築、料

理グランプリの開催、地域産品による食企画の各事業を実施されたところでございます。

予算額としましては、１，５３１万６，０００円のところ１，４９４万２，７６９円の決

算額でございました。今後につきましては、下に書かれてます今申しました地域産品の調
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査・発掘・評価、また地域の料理人のための美食料理セミナー、広報プロモーション、フ

ードカー、料理グランプリ、こういったものに対して補助をしていくということでござい

ます。 

 ２つ目です。滞在型観光・夜型観光へのシフトということで、彦根城観月の宴の開催事

業でございますが、観光客の閑散期に効果的な誘客と滞在時間の延伸、宿泊客の増加を図

るために実施されます「玄宮園で虫の音を聞く会」および「彦根城夜楽」に対して、補助

を行うものでございます。結果としましては、観月の夕べ、これは平成２９年９月３０日

から１０月２２日までの土日祝９日間を開催させていただきました。また、夜楽につきま

しては２９年１０月７日、彦根城一帯で開催をさせていただきました。今後につきまして

は、関係事業者と情報共有・連携・協力しながら夜型イベントの充実によって、宿泊者の

増を目指してまいりたいと考えております。 

 次ですが、同じく滞在型観光・夜型観光へのシフトで光の祝祭開催事業でございますが、

彦根城およびその周辺をライトアップして、彦根の文化・歴史をアピールすることを目的

に実施される彦根城ライトアップ事業に対して、補助を行っているものでございます。こ

れは、彦根商工会議所のほうで平成２９年９月２９日から１２月１０日までやっていただ

きました。これに対して補助を行っております。２８年は彦根・多賀連携組織委員会にて

広域で「神あかり・城あかり」という形で実施をしていただいたところでございます。今

後につきましては、関係事業者と情報共有・連携・協力しながら夜型イベントの充実によ

る宿泊者増を目指してまいりたいと考えております。 

 続きまして、国宝・彦根城築城○○周年や大河ドラマ等を契機としたイベントの開催に

よる観光客の誘客でございます。事業概要は、築城４１０年を迎える彦根城にまつわる歴

史的財産の再発見をするなどして、観光客の誘致を図り、観光消費額の増大を図る。また、

２９年１月から放映されるＮＨＫ大河ドラマ「おんな城主 直虎」を契機とした観光から

も取組を進めるということで、これにつきましては既にご承知のとおり、２９年３月１８

日から１２月２０日まで、彦根城を中心に市内全域でいろんな記念事業を実施していただ

きました。結果として、彦根城入山者数は８３万５，９５８名でございました。目標の９

０万人は達成できませんでしたが、平成１９年度に次いで２番目に多い結果ということで

ございました。なお併せて、経済効果測定調査等によりますと、その波及効果は前年比１

５．６％増の３６２億円ということで、一定の効果があったものと考えています。今後に

つきましては、「ポスト４１０年祭検討委員会」から提出されました提言書「国宝・彦根
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城築城４１０年祭後の取組について」に基づいて、関係部署が取組を進めてまいりたいと

いうふうに考えております。 

 次に、「びわ湖・近江路観光圏活性化協議会」や「びわこ湖東路観光協議会」、「国宝

城郭都市観光協議会」など各団体との連携・協力によります広域観光の推進でございます

が、内容としましては、各協議会等への負担金および会議等への出張旅費でございまして、

それぞれ結果としましては、びわ湖・近江路観光圏活性化協議会、びわこビジターズビュ

ーロー、近江ツーリズムボード、国宝城郭都市観光協議会等へ負担金を支払うとともに、

インバウンド事業や連携事業などいろんな事業を進めてまいったということでございます。

今後につきましては、インバウンドを初めとした誘客宣伝など彦根市単独よりも広域での

取組のほうが効果が高いと思われるものは、各団体と連携・協力して広域観光を促進して

まいりたいと考えております。 

 次に、日本遺産や広域観光周遊ルート、観光資源を活用した明確なテーマやストーリー

に基づく広域連携の推進と観光周遊ルートのブランド化でございます。これにつきまして

は、内容は各協議会等への負担金および会議等への出張旅費ということでございます。先

ほども申し上げました事業と同じでございます。実施結果および今後の方針につきまして

も同じでございます。 

 一番下でございますが、ターゲットを意識した戦略的な情報発信や海外プロモーション

の実施ということで、内容は多言語観光パンフレットの増刷、日本政府観光局を通じた情

報発信ということで、実施結果としましては、城下町・ひこねマップの増刷ということで、

日本語、英語、繁体字、ハングルの計７万部を作成いたしました。今後につきまして、パ

ンフレットの多言語化によりまして、外国人観光客の受け入れ整備を進めていますけれど

も、平成３０年度に作成する観光情報誌につきましては、日本語と英語を併記し、国内は

もちろん多くの外国人にも対応できるよう誌面を一新してまいりたいと考えてます。 

 同じくターゲットを意識したプロモーションでございますが、誘客・宣伝事業でござい

ます。国際商談・展示会（ツーリズムＥＸＰＯジャパン、お城ＥＸＰＯ）への参加でござ

います。結果としましては、ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０１７およびお城ＥＸＰＯ２

０１７に参加し、パンフレット、チラシ等を配布したというところでございます。またあ

わせて、ご当地キャラ「ひこにゃん」によりますＰＲステージでの誘客促進を行ったとい

うことでございます。今後の方針につきましては、彦根市観光振興計画では欧米と台湾の

個人・団体客を暫定ターゲットと設定していますので、ターゲットを絞ったマーケティン
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グを行って、戦略的な海外向けプロモーション活動を行ってまいりたいと考えております。 

 続きまして、案内板やホームページ等の多言語化、Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備、クレジット

カード取扱店や免税店の増加促進、外国語対応ボランティアガイドの充実など、外国人観

光客のニーズを捉えた受け入れ体制の整備でございますが、これにつきましては、事業概

要としましては、Ｗｉ－Ｆｉ拠点整備ということでございまして、結果としましては、国

宝・彦根城築城４１０年祭開催期間中、特設案内所として使用しました二の丸案内所にＷ

ｉ－Ｆｉを１カ所整備し、平成２６年度以降の整備箇所数は延べ１１カ所となったという

ことでございます。今後の方針としましては、「彦根市観光振興計画」で外国人観光客の

ニーズを捉えた環境整備の一つとして位置づけておりますＷｉ－Ｆｉ整備につきましては、

彦根城周辺の公共施設等においては一定整備できたと考えておりまして、２９年度でこの

Ｗｉ－Ｆｉの設置を一旦終了いたしました。飲食店や土産物店など民間施設の整備は、今

後関係団体と連携しながら統一規格でございます「ＢＩＷＡＫＯ Ｆｒｅｅ Ｗｉ－Ｆ

ｉ」を利用してもらうよう周知を進めてまいりたいというふうに考えております。 

 続きまして、「近江インバウンド推進協議会」との連携です。「近江インバウンド推進

協議会」は「近江ツーリズムボード」の旧名称でございますが、事業概要につきましては、

ＤＭＯ法人「近江ツーリズムボード」に対する補助および同所で国際観光事業に従事する

「地域おこし協力隊」に係る経費。これは前のページの施策体系１６１３と同じでござい

ますので、省略をさせていただきます。 

 続きまして、彦根城とその関連資産の世界遺産登録の推進に係る価値の証明・発信並び

に保存管理でございますが、概要につきましては、彦根城の世界遺産登録を実現するため

に必要な事業を行うということで、結果としましては、文化庁の指示に基づきまして、国

内外の専門家の助言・指導を受けながら、世界遺産登録に必要な推薦書原案の作成に取り

組むとともに、世界遺産登録の機運を高めるため、学術講演会を２回開催したほか、ホー

ムページや啓発冊子などを通じて情報発信を行ったということでございます。今後の方針

としましては、平成３０年度末に推薦書原案をまとめて文化庁に提出して、平成３３年度

までに国からユネスコの世界遺産委員会に推薦をしていただき、平成３６年度までに世界

遺産登録を実現したいと考えておるところでございます。 

 続きまして、その下でございますが、彦根総合運動公園の整備と連携した本市のスポー

ツ施設および公園施設等の計画的な整備でございまして、金亀公園整備事業でございます

が、これは国体開催に向けまして、主会場に隣接する公園の再整備について、基本設計を
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行う。また、主会場と結ぶ連絡橋について、概略設計に係る彦根市負担分の費用を計上す

るということでございます。実施結果としましては、再整備において滋賀県が実施する彦

根総合運動場の国体主会場と本市の管理する公園区域とを結ぶ連絡橋を整備する計画でご

ざいますが、当該連絡橋の位置や構造等の協議に不測の日数を要して、年度内の完了が困

難であることから、平成３０年度に予算を繰り越しし、事業を実施しているところでござ

います。また、連絡橋の概略設計は、滋賀県が発注し、市の管理区間延長に応じて負担金

を支出する予定でしたけれども、県が発注を平成３０年度に改めることとなったため、こ

の経費を２９年度は減額補正したということでございます。今後は、基本設計を完了させ、

速やかに実施設計に行うとともに、遊具の移設等基本計画のスケジュールに基づき再整備

工事に着手していきます。また、滋賀県とともに整備する連絡橋についても、概略設計に

着手する予定でございます。 

 次に、(仮称)彦根総合運動公園の関係でございますが、市民体育センター整備事業でご

ざいます。新市民体育センター整備に当たって、埋蔵文化財の発掘調査や設計業務等を行

うという内容でございまして、結果としましては、新市民体育センターの整備に向けまし

て、敷地の造成設計業務、測量業務を行ったほか、建築に係る設計業務、埋蔵文化財発掘

調査業務を実施したということでございます。今後につきましては、３４年度からの供用

開始に向けて、遅滞なく施設整備を進めていきたいというふうに考えております。 

 下から２つ目でございますが、スポーツ推進計画の策定ということで、スポーツ推進計

画を推進するという事業概要でございまして、結果としましては、スポーツ推進計画に基

づきましたスポーツ推進の実効性を高めていくために、現場レベルの情報を含めた連絡調

整や具体的な取組に向けた検討を行うため、「スポーツのまちづくりを進める会」を設置

して、１７名のメンバーで４回会議を開催したということでございます。今後の方針につ

きましては、スポーツ推進計画に基づいて、市民・地域・スポーツ団体と連携協働しなが

ら各施策の推進に努めてまいりたいと考えております。 

 最後でございますが、競技スポーツの推進および競技力の向上でございます。生涯スポ

ーツ推進の中心的役割を果たしている彦根市体育協会等に対して各事業への支援を行って、

競技力の向上に努めるという事業概要でございまして、実施結果としましては、彦根市体

育協会に対して各事業への支援を行った。またあわせて、ジュニア期の競技スポーツ選手

育成強化事業を彦根市体育協会に委託して、競技力の向上に努めたということでございま

す。今後も引き続き彦根市スポーツ協会(※平成 30 年 4 月に彦根市体育協会から移行)等
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各種スポーツ団体に対して支援を行ってまいるというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 大変膨大な量ですけども、それでは、基本目標の１のＫＰＩをもとに、施策評価を行い

たいと思います。 

 また、冒頭に事務局から言われていることは、「総合戦略の各施策をより効果的・効率

的に進めていく」ということにする観点から、ぜひ各委員からのご意見をいただきたいと

いうことでございます。 

 また、皆様が評価した中で、市側の説明に出てこなかった施策についても、またいろい

ろと言っていただければと思いますが、これ一度に議論すると、これ大変な話になります

ので、まずは６つございますので、１つずついろいろとご意見賜ればと思います。 

 まず１つ目は、企業立地や産業集積の促進等による地元での就職環境の整備。これのＫ

ＰＩ指標も３つございますけども、これを各課題やあるいは実施すべき今後の取組とかい

うところで、それぞれについて外部という欄がございますので、我々も意見を出さないと

いけないという、基本的にはそういうことですけれども、これでそのままでいいんじゃな

いかという場合は意見もそれでいいんじゃないかと思います。こういう形で、まずは

（１）のところについて、皆さんからご意見をいただきたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

○委員 

 ここでも書いてあるんですけど、企業の人手不足の対応に軸足を動かしていかなならん

というのは、もう間違いないと思います。正直１．９８というのはもう異常値で、各企業

さんから全く人が足りないという声が多く聞かれます。新規開業するにも６次産業化を図

っていくにしても、新しい事業をしていくにしても人が集まらないから一向にできないと

いう声がかなり高まってきています。 

 正直なところ、（３）の地場産業の人材確保・育成および競争力の強化のところで言え

ば、逆に地場産業は人材を確保していくというよりは、生産性の向上が大事なんじゃない

かなと思っています。バルブさんにしても、ファンデーションさんにしても、他国に比べ

ると、非常に人をたくさん入れて自力でやってる。それで生産性が低い、利益率が低い、

競争力が下がっている。それからすれば、ここのところにもっと行政さんから補助金とか
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そういうのも入れていただいて、もっと機械化を図る、生産性の向上を図る、利益率を上

げて、競争力を上げる。その上で、この古くからたくさん人員がいるこの部分から、人を

流動的に、他の産業に回していけるようになればと思います。 

 これが、求人倍率が１倍切ってるよという状況であれば、流動性を高めるって話はでき

ないと思うんですけど、やっぱり１．９８というのは下げていかないと、逆に１．９８で

よかったね、ＫＰＩ超えてるねっていうレベルではもうないので、生産性の向上を図る業

種、そして競争力を上げていく業種、そこから限られた人材をいかに流動化させて、足り

ない、より一層伸びる可能性があるところに人材を供給していくのか。これを長期的なス

パンで考えていただかないといけないと思います。逆に言えば、まだ設備投資していただ

いてますけれども、基本人を増やさないような設備投資を考えていると言っておられます

し、新たに彦根に出てきたいという企業さんもあるんですけれども、現状のこの求人倍率、

人手不足の中では新たに彦根には出ていけないということを言っておられる企業さんもあ

りますので、そこは１．９８、これはもう目標オーバーしてますし、そのことを否定して

るわけではないんですけれども、もう既に有効求人倍率を上げる施策から、ミスマッチを

いかに解消していくか。そして、常に彦根が、他府県であったり、他の地域から新たに工

場を作りたいなと、新たな商売を始めたいなって思っていただけるまちづくりをしていた

だくようなところに、ちょっと軸足を移していっていただきたいなというのが本音のとこ

ろでございます。 

○会長 

 ありがとうございます。 

 （３）まで関連しましたけど、他にございませんでしょうか。 

○委員 

 施策名が地元での就職環境の整備ということですので、その観点から言いますと、先ほ

どの委員がおっしゃったとおりなんですけども、もう一つＫＰＩ的には達成はしているか

と思うんですが、大手に依存しているようなところがありまして、大手は確かに市内の工

場を見ても非常に堅調で好調で設備投資も大きいと思うんですけども、やはり大半の中小

企業とか小規模企業が非常に事業主自体も高齢化していって、廃業率が非常に高まってい

るということですね。それから人材不足ということもあるんで、なかなかこのＫＰＩ達成

はしたけども、そこに見えてこない奥にあるものが、非常に課題は大きいなということは

思いますので、その辺をクリアしていかないと、なかなか地元での就職環境の整備にはつ
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ながっていかないなという気はしております。 

○会長 

 ありがとうございます。 

 全体像をどのように描いていくか、それぞれが関連しているから、その辺をどう捉えて

いくかっていうのが非常に重要というご指摘かと思います。 

 有効求人倍率が２に近く、かなりハイレベルです。ただ、その中にも大手が中心の値で、

中小にとっては廃業率が高いという。全業種にわたって全てで２に近い値かというとなか

なかそうでもないというご指摘かと思いますが。その辺をもう少し詳しく見ていかないと

いけない。あるいは、地場産業で生産性を上げるという意味で、人をもう少し効果的にほ

かの業種へシフトさせるとか、そういうお話でした。 

 他にございませんか。 

○委員 

 ハローワークのほうで今取り組んでることをちょっとご参考になればというふうに思う

んですが、月別で言いますと、今現在６月の彦根管内の有効求人倍率が異常ということが

わかっており、６月が２．１１倍にはね上がりました。昨年の１１月から２倍台がずっと

推移してきて、やっと１倍台まで落ちついたんですけど、またこの６月ではね上がりまし

て２．１１倍という状況にございます。 

 この彦根管内の企業さんは、今言われてたとおりの状況なんです。各企業さんからは人

手が足りないというのが、もうご挨拶のごとく言われるようにはなるんです。そこで各企

業さんをずっと回らせていただいて、私のこの４月からの印象をちょっとまずはお伝えす

るんですけれども、非常にこの彦根管内の企業さん、大手企業はもとよりなんですけれど

も、中小企業さんですね。中小企業さん非常にすごく頑張ってらっしゃるということをひ

しひしと感じております。 

 やはり、この企業さんのことを知らない求職者といいますか、働いてらっしゃる方が非

常に多いというふうに思いまして、企業のＰＲをハローワークで進めていこう、特に中小

企業の企業さんのＰＲを進めていこうというふうに思っておりまして、この５月、６月か

ら始めておるんですけれども、企業さんに出向いて行かせていただいて、大手の企業さん

というのは、広報的なプロモーションのビデオ・ＤＶＤなんかはつくられてらっしゃいま

すので、それを頂戴してきて、所内でＰＲモニターを使いまして、流させていただいてい

ます。ところが中小さんでは、そういった広報ＰＲをするようなものがない。平面的には
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管内回らせていただいて、求人等に第２画面というのがございまして、そこに画像情報を

入れ込ませていただいてご披露はしているんですけれども、やはり平面的なものですので、

イメージがなかなかつかみづらいということもありますので、動画的にスライド形式で流

させていただいて、ＰＲをさせていただいているということからすると、もっともっとこ

ういった中小企業さんのＰＲを進めていったほうがいいんじゃないかなというふうに思い

まして、今そんな取組をしております。 

 加えて見学会、ミスマッチを防ぐということもございますので、見学会をまずはしかけ

ていって、プラス面接会という形での応募を重ねておりまして、今のところ非常に好評で

して、企業さんからこの２か月、３か月求人出しても応募がないというような企業さんが、

見学会・面接会をさせていただきますと、例えば、１つの求人２人募集をしておる中で、

６名面接会に参加されて、そこでほんとは２人しかとらない予定だったんだけれども、こ

の機会に５名までとりたいということで、５名まで採用していただいたりというような好

評価を頂戴しておりまして、そういったことをやっぱりしていかなくてはいけない時期に

来ているんだなと感じています。言われていたとおり、企業支援を進めていく必要性があ

るというふうに思いますので、もし、今後こちらの市のほうで補助されるようなことがあ

るんであれば、中小企業向けのもっともっと知っていただく、広く知っていただくような

広報ＰＲできるような、何かそんな補助をしていただければなというふうにもちょっと思

っております。よろしくお願いいたします。 

○会長 

 ありがとうございます。 

 非常にいい取組をされているということでございますが、ほかにございますでしょうか。

お願いします。 

○委員 

 今、お話しいただいたようなこととちょっとかぶるかなというような話になるんですけ

れども、かなり、ほんとにいろんな企業の方が、人が足りないというので、動かれてると

は思うんです。首都圏や第２新卒世代やＵＩＪターンの就職希望者というものを確保する

ために、今いろんな企業を知ってもらうということが、まず大切なのかなと思うのですけ

れども、実際に中小企業の方が自分たちで知ってもらう機会をつくろうというので、実際

に長浜のほうとかでは中小企業が３企業集まってバスツアーをされて、それは新卒向けで

はあったんですけれども、知ってもらう機会を自分たちでつくっていこうというような取
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組をされて、実際に数か月たってから、就職活動がうまくいかないというのもあって、実

際にそこに就職の面接を受けに来られたというような事例があったりですとか、岐阜県は、

ほんとに岐阜にまず戻ってきてもらおうというのをかなり取り組まれてて、岐阜県自体が

バスツアーを４日間ぐらいかけて、いろんな企業に回れるように取組を進められてたりと

かされてるような事例もあるので、そういう部分が市とかそういった部分で支援されると、

支援する機会が増えてくるのかなというふうに思いますし、就職説明会とかが結構今多い

かなと思うんですけれども、そういった部分で企業を知ってもらう機会というのは多いの

かなと思うのですが、実際にその企業説明会に足を運ばれる方が年々結構減少されてるっ

ていうのを企業の方と話してると聞きまして、どれだけ告知されてるのかというのが重要

なのかなというふうに話していると感じる部分がありまして、どれだけ早く日程を開示で

きるかとか、それを広く周知できるかっていう部分も取り組んでいくと、また企業に出会

う機会というのがふえていくのかなというふうに思います。 

○会長 

 ありがとうございます。 

 多分それに関連して言いますと、大学の場合なんかは、その新人採用じゃなくて、話を

聞いてするんですけど、関東に行って大学に行っている子を引き戻そうとすると、学生さ

んはお金がないから、こちらの就職説明会に出たくても旅費がないんで、なかなか出にく

い。ただ反対に、企業のほうが出向いて面接なり、説明すると出やすい。だから、彦根の

企業に興味がある方を見つけて、そこへ出向いて説明して、うまく理解いただくというの

が非常に今後やるべきことじゃないかというふうな話も聞いたことがあるんですね。 

 だから、その意味では今後、今有効求人倍率が高い、市内でどういうふうに就業者を調

整するかというのが一つの観点でもあるけど、他からどんどん、今職があるから地方から

連れてくる。それが一つ一番ポイントになるかなというので、そこをうまく地方に興味の

ある人を引っ張ってきて、職につけるっていうのもかなりポイントとして考えれば、人口

減少に対してもかなり有効に働くかと思います。そうしたときに、最後の他のものとも関

係してくるとは思うんですけど、そうしたら１人だけで来るんじゃなくて、家族で来て住

みやすいまちというところで、うまくつなげていけるかなとは思うんですけど。ちょっと

私の今後に関連した話でございます。 

 時間もかなりたっておりますけども、１はそうしたらそれぐらいにして、２と３をまと

めて見ていこうと思いますが、２が起業や新分野への進出に対する支援による新たな雇用
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の創出、起業者数ですね。それと、３としましては地場産業の人材確保・育成および競争

力強化ということで、仏壇とバルブとファンデーションでございますが、この辺少しさっ

きの議論とも触れまして、関わりがありましたけども、何かこの点についてご意見ござい

ましたら、お願いしたいと思います。 

 一つ、私が聞きたいのは、彦根の仏壇のところで海外市場の調査って、これ具体的には

仏壇の市場調査じゃなくて、他の何かの市場調査なんでしょうか。どういったことなんで

しょうか。 

○地域経済振興課 

 今ご質問いただきました仏壇の海外市場調査ということでございますけど、昨年できま

したジェトロさんと連携をとりながら、彦根仏壇さんにつきましても、海外市場調査とい

うんですか、ジェトロさんと連携をとりながら国内展開はもとより、海外にも市場を広げ

ていくという中で、現在いろいろと調整をされているところでございます。 

 今まで伝統的な技術ということで、職人さんが身につけられた技術を活かした中で、仏

壇そのものというよりも、その技術を生かした中で海外のほうに展開できる商品というこ

とで、海外につきましては中国・ベトナム・韓国・タイ等アジアの地域での相談等が多い

ことがジェトロさんを通してわかっておりますので、その辺の海外とのニーズ等を調査し

た中で、必要な技術を活かした商品づくりとか、海外に向けての販売等につきまして、調

査検討しておるところでございます。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 要するに、仏壇技術を活かしたいろんな商品について、海外の市場を通じて検討してる

ということでございまして、ありがとうございました。 

 他に何かございますでしょうか。 

○委員 

 起業家支援の関係なんですけど、これは非常に人口が減少している中で、非常にこれか

ら重要だと思うんです。支援機関と連携をしてということで、制度の浸透をどういうメニ

ューがあるか、いろいろあるんだと思うんですけども。やはり、滋賀県なり彦根がベンチ

ャーに手厚い、起業家に手厚いまちだということを打ち出すことによって、この大学生の

地元定着だけじゃなしに、県外からベンチャーなりを目指す人が入ってこられるというこ

とにつながっていきますので、彦根は大学のまちとも言えると思いますので、そういう条
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件は整ってますし、これこそ横連携といいますか、地方創生の趣旨は、単純に一つの施策

だけじゃなしに、いろんな施策・メニュー組み合わせて、支援をしていくと、で呼び込む

ということですので、そういうことから言いますと、例えば立地は非常によろしいですし、

住むところも、町家がいいのかどうかわかりませんけれども、そういった施策と合わせて、

そして、大学とも連携しながら、そして自治体が必要な支援をしながら、そういうことを

打ち出すことによって、オフィスをじゃあ彦根に持とうかとか、そういったことにつなが

ってくると思いますので、この辺は力を入れてやっていく必要があるのかなというふうに

は思っております。 

○会長 

 ありがとうございます。 

 起業家に温かいまちという売り込みですね。非常に重要かと思います。 

 他にはございますか。 

○委員 

 先ほどの仏壇の関係で、海外調査の関係なんですけども、私は京都で、西陣の管内でい

ろいろと業務を行ってたんです。そこでこの間、多分ＮＨＫさんだったかもしれないんで

すけれども、取り上げてらっしゃった和傘の会社がございまして、日吉というところなん

です。そこも京都では１社になってしまってるんですけれども、そこが和傘の衰退を食い

とめるためにということで動かれて、和傘の技術を活用して、いわゆるインテリアの中の

照明の傘を作られたんですけれども、非常にそれがフランスのほうでしたか、非常に好評

のようです。仏壇の技術っていうのはものすごくすごいんだろうなと私は思っておるんで

すけれども、そういった何らかの、仏壇っていうのはきっと海外でどのくらいということ

はわかんないんですけれども、インテリア向けに何か開発ができないかなというふうに思

いますので、もしそちらのほう、こういった開発に関しての云々ということで掲げられて

いらっしゃいますので、そっちのほうも支援していただければなというふうに思っていま

す。よろしくお願いいたします。 

○会長 

 ありがとうございます。 

 そこで一つ加えて言えば、仏壇の技術を活かした新商品の開発というのを、学生にもか

かわってもらい、いろんなアイデアを出したら非常におもしろくなっていくのかなと、個

人的には思ってます。突拍子もないアイデアを学生たちは出したりするので、結構その受
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けがいいんじゃないかなと。あとテレビの番組を見てると、漆とガラスをしてペイントし

てグラスをつくるとかですね。いろんな発想が出てくると思うので、仏壇の技術はすばら

しい技術、７つありましたかね、基本とする技術。だから、それを使うというのはものす

ごく発展性があるんじゃないかなと私は思っておりますので、ぜひそれを今度含めてご検

討いただければと思います。 

 次にまいりたいと思いますが、次は４ですね。６次産業化や農商工連携の推進による農

林水産業の競争力強化、これについてはいかがでしょうか。 

 これにつきましては、両方×になっておりまして、２９年度はなしということですが、

何かここに追加できる何かコメントをいただければと思いますが、いかがでしょうか。 

 一つは、私のほうから、農業の就農者ですか、これ若者等にＰＲしていきますというこ

とですけど、ＵＩＪという、そういうそのこちらに戻ってこられる方を対象にしてという

のもこの中には入ってるんですかね。 

○産業部長 

 当然ホームページでも流してますので、いろんな農業の、今のアスパラ農家であったり、

米農家であったり、梨農家であったり、流してますので、もし興味のある方は全国から来

ていただいて結構かということで提案をさせていただいてますが、なかなかまずは収入が

ないことには、やはりまずこの確実な収入が見込めないと、なかなか若者は農業のほうに

飛び込んでくるというのは難しい場面がございます。これにつきましては、補助金もござ

いますので、進めていますが。 

 あともう一点、集落営農という組織が最近ふえていまして、一遍リタイアされた方が、

集落で営農組織をつくって地域の農業を守ろうというような形も進んでまいっております。

どちらが個人の認定農家がいいのか、集落農業がいいのか、それぞれ良いとこ悪いとこあ

ると思いますけど、まずはそれを、認定のほうになりますと、個人であったり法人であっ

たりしますので、ここで収入が確保できるという見通しがないと、なかなか難しいとは思

いますが、認定新規就農者といいますと、既に各個人で大規模な農家をされてるその息子

さんが跡継ぎになられるという形で規模を拡大されてると、より規模を拡大されてるとい

うような状況が多いことでございます。 

○会長 

 ありがとうございます。 

 他にございますか。 
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○委員 

 正直この部門は、ほんとにプライオリティな話なんだろうなと思います。これだけ求人

倍率高いと、要するにわざわざ農業やらんでもみたいな話もあると思います。最近、土曜

日の６時台とか、によく付加価値の高い農作物を取り上げるようなテレビ番組があります

が、あれ見てると、やっぱりそこで付加価値の高い農作物つくったり、魚とったりってい

う人らの生活見てると、すごく豊かじゃないですか。これ多分お金持ちなんだろなみたい

な。もうかっているという、そのプライオリティがないと、なかなかやっぱり６次産業っ

ていうのは、農商工連携により割いていくというのは難しいのかなっていうのを、そこは

つくづく痛感します。 

 金融機関でいえば、販路のお世話とかそういうこともできますし、代金回収とか、そう

いったところの話はできます。ただ、農業の生産については金融機関というのはほとんど

ノウハウはないですし、やっぱりそこでＪＡさんあたりになってくると思いますし、やっ

ぱりそのプライオリティを見せるには、そこにＰＲ・宣伝というのは、多分マスコミとか

から入ってくるのかなと。そこに観光客を誘致するみたいな、これは近江ツーリズムボー

ドあたりやと思うんですけど、やっぱりそこの横の連携で、ほんとにプライオリティつけ

て支援をしますよっていうことを見せない限りは、なかなか新規の就労者は増えないかな

と思います。金融機関としては、そこは手を出したいんですが、ただ、金融機関だけでは

その６次産業化ができない。そこはやっぱり行政さんがやったり、商工会議所さんがやっ

たり、ＪＡさんなりと組める場をご検討いただければ、そこについては積極的に金融機関

として、金融協議会として賛同のほうはできるのではないかなと思ってます。 

○会長 

 ありがとうございます。非常にいいヒントかなと思います。 

 次に、（５）の人材不足の職場における人材の確保・定着への支援ということについて

議論いただきたいと思います。福祉、それとひとり親家庭という、２つがございますが、

これはいかがでしょう。両方〇ではございますけれども、何かご意見あれば。さらにいい

ものとするために何かご意見いただければと思いますが、いかがでしょうか。 

○委員 

 ハローワークのほうで実施している、福祉関係のこの説明会なんですけれども、合同で

はなくって、ピンポイント的に各施設さんの見学会というのを実施しております。今、ず

っと昨年来からの状況からしますと、非常に好調なんですね。ここには参加者が少なくと
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いうことなんですけれども、ハローワークのほうでピンポイント的に実施しますと、別の

企業さん、福祉施設さんのほうへ同じ方が見学に行くっていうのもあるんですけれども、

これは何かというと、見比べたいっていう比較なんですね。なので、非常に参加者という

のは多いですね。なので、この説明会の参加者が少ないというのが、もう少しちょっとよ

くわからないような、ちょっとぴんとこないんですけれども。具体的に教えていただけれ

ば助かるんですけど。 

○介護福祉課 

 参加人数が少ないということにつきましては、昨年度６月と１１月の２回実施をさせて

いただきまして、合わせて来られた人数が７０名という人数でございました。事業所がそ

れぞれ２０社ずつ参加をしておりましたので、１回当たりにいたしますと、事業者２０に

対して参加者が３５名程度ということで、説明会の規模としては出席者が少なかったのか

なというふうに考えております。 

○委員 

 わかりました。わかりましたとか言いようがないんですけれども。すみません。どうな

んですかね、ハローワークのほうも恐らくこれ関わっているんですよね。 

○介護福祉課 

 そうです。一緒にお願いさせていただいております。 

○委員 

 そうですよね。 

 すいません、努力いたします。 

○介護福祉課 

 今おっしゃっていただきましたように、その見学会ですとか、実際にどういったことを

やってるのかと、実演ですね、そういったものを入れれば、もう少し参加者が増えるので

はないかなという提案はいただいておるんですけれども、なかなかその時間的なものもご

ざいまして、単なる企業との面接会というような形になっておりますので、そういった部

分も影響はしてるのかなというふうには考えております。 

○委員 

 そうですね。見学会となると、施設見えますからね。ここずっと私どものほうがやらせ

ていただいてるのは、確かに見学会付きなので効果が上がっておるのかなというふうには

思ってるのですけれども、なかなか悩ましいところですね。承知いたしました。 
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○会長 

 じゃあ、うまくオーバーラップ、複合いただくということでよろしくお願いしたいと思

います。 

 他にございますか。 

 よろしければ次の（６）に移りたいと思います。観光・文化・スポーツの振興による地

域活性化策の強化ということで、これは入込客数とか、消費額とか、宿泊者数、それと外

国人観光客の関係ですね。歴史的風致維持向上施設とか、スポーツイベントの参加人数等

でございますが、これはいかがでしょう。 

 ×がついてるのが、外国人観光客関係が想定よりも少ないという状況でございますが、

何かご意見ございますか。お願いします。 

○委員 

 次のページの２つ目の外国人観光客市内宿泊者数っていうやつなんですけれども、これ

×がついてるんですけれども、例えば彦根のホテルのお部屋の稼働率とか、わかっている

んですかね。 

○観光企画課 

 市内のホテルの稼働率についてのお尋ねですけれども、彦根市内でホテル全体の平均を

とってみますと大体年間を通じて毎年同じような傾向になると聞いています。桜のシーズ

ンの４月ごろは高くて、その後ずっと下がってきて、また秋１０月、１１月ぐらいに一番

高くなるということを聞いております。ホテルさんによってもいろいろ状況は違うと思い

ますが、平均で大体１１月の最も高い時期で７０％から７５％の間ぐらいの稼働率だとい

うふうに聞いております。 

○委員 

 わかりました。ありがとうございます。 

○会長 

 ということは、まだ十分宿泊余裕というか、もう少し宿泊ができるということですね。 

 何か他にございますか。 

○委員 

 新たに彦根の中でホテルが最近できたのは、ほとんどもうビジネスホテルばかりかなと

いうことで、各事業者さんにもう少しリゾート型のホテルはできませんかみたいな話を声

をかけるんですけど、リゾート型であったり、外国人観光客を意識したホテルっていうの
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は、もうなかなかちょっと今彦根の業者さんでは難しいと思うんです。 

 それと合わせて、空き家バンクで、その空き家を再活用される場合にちょっと比較的低

利で融資する制度を、ちょっとこの春から始めさせていただいたんですけど、それとか民

泊の活用がやっぱり彦根は一つ大きなテーマなのかなと思います、外国人観光客を増やす

ためには。今回の民泊の制度改正、どちらかというと民泊が活用しにくくなったかなと思

うんですけど、ただ、私は実家が京都の東山で母がいるんですけど、最近夜中に外国人の

声が聞こえると言うんで、この間詳しく見にいったら、民泊の施設がすごい増えてるんで

すよ。東福寺駅から近くなので、観光地的にも非常に便利なんやと思うんですけど、夜中

の１１時ぐらいに、スーツケースを持った外国人客がいっぱい歩いてるという状況の中で、

彦根城を中心とした地域というのは非常に町家も多いですし、空き家も多いですし、なか

なか制度使いにくいかもしれませんけど、ここで民泊がほかの地域よりも先に彦根が力を

入れて活性化できれば、外国人観光客はかなり引っ張れるじゃないかなという印象を持っ

てるんですが、民泊についての活用はいかがですか。 

○産業部長 

 おっしゃるとおりでして、銀座の裏側とか、昔からのお家がありまして、空き家も多い

ですし、確かに風情はあると思います。それが活用できて、民泊ができれば非常にいいと

は思いますが。難しいのは今の産業部としましては、宿泊事業者がございますので、そこ

との兼ね合いも十分注意しながら、するべきではないのかなとは思っています。そこをま

とめて世話していただける民泊業者の方がいらっしゃったら、そういったことで進めてい

くのもかなり、今委員おっしゃるように彦根市においては有効かなというふうに思います。

そこはかなり有効やと私は個人的には思っていますけども、市として十分判断をしていか

なあかんかなというふうには思います。 

○会長 

 ありがとうございます。 

 他にございますでしょうか。 

 私の意見ですけども、その観光で夜のところに力を入れていこうというんですけど、ト

ータルで見るとホテルに泊まっていただいて、ホテルで食事をするのか。あるいは夜に観

光行くと、夜ご飯食べたときにお酒が飲めない。車で行くのか、歩いていくのか。それを

トータルで考えたらどういう宿泊観光をイメージされてるのかとか、もう一つイメージが

出てこないんですね。だから、そこをもう少し、泊まっていただいて、夜出かけて、ご飯
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はどこで食べて、お酒は飲まないのか、飲むのかとか、その辺をもう少しトータル的にプ

ランしていただくと、もう少しわかりやすいのかなと思ったりもしました。 

 それともう一つ、サイクリング、自転車のレンタルを作られたというんだけども、お城

の周りだけをイメージされているのか。私は琵琶湖側というのはものすごく観光資源にな

ると思います、景色を見るだけでも。琵琶湖でないとあんな景色見られないので、自転車

だったらいけますよね。だから、そういうふうなルートをつくるとか、お城でも北側のほ

うでも結構歩いて散歩するだけでもすごく気持ちがいいので、それをもう少し、お城を中

心に少し広い範囲を自転車で回れるというものをイメージされたら、もうちょっと彦根の

魅力がアピールできるのかなと思ったりもしてます。 

 他に何かございますでしょうか。 

○委員 

 外国人に限らずなんですが、さきほどの金沢への途中でおりてもらうとかいろいろあっ

たと思うんですけども、もともとゴールデンルートの真ん中にありますので、立地も非常

にいいわけなんですけど、なぜ難しいのかといいますと、降りてもらうような動機づけと

いいますか、降りて何かを体験したり、アクティビティとか、他所にない何かがあるとか、

そういうものがないとなかなか立地がよくてもおりてもらえないなと。 

 もう一つ、認知度のことから言いますと、以前の調査でも見ていますと、特に海外から

の認知度というのは非常に低いという状況ですので、受け入れ関係の整備や多様な媒体に

よる魅力の発信に取り組むということなんですが、琵琶湖の活用も含めて、その辺を明確

に何か打ち出していかないと、なかなかおりてもらうのは簡単ではないなというふうに思

っております。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 時間もかなり進んでまいりましたので、次の議題に移りたいと思います。 

 続きまして、基本目標の３について説明願いたいと思います。 

 

○若者定着・移住部会長 

 資料の２でご説明します。基本目標３の若者のチャレンジにより、新しい人の流れが生

まれるまちづくりでございます。ここでは、若者定着・移住部会で担当しておりまして、

その部会では本市に若者である学生が多数在学していておりますことから、学生の人材育
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成やスキルアップを支援し、学生がチャレンジできる環境整備を支援するなど、若者がチ

ャレンジできるまちづくり、また若者世代を対象に市の魅力を発信し、移住を促進する仕

組みを構築するなど、本市の移住策を進めておるところでございます。 

 施策は３つでございます。 

 １つ目の施策は、市内大学を初めとした高等教育機関等との連携強化でございます。Ｋ

ＰＩ指標は市内３大学の新卒者の県内就職率と市内就職率でございまして、これはそれぞ

れ毎年度の卒業生の数値をとっておりまして、平成３１年度に２５．５％と６．０％をそ

れぞれ目標としているところでございます。 

 まず、市内大学を初めとした高等教育機関等との連携強化に係ります１つ目のＫＰＩ数

値でございますが、３大学新卒者の県内就職率でございまして、平成２９年度の目標数値

は２４．５％で、平成２９年度の実績は２２．０％でございまして、達成できずに評価は

×でございます。課題といたしましては、学生が県内企業をあまり知らないということ、

先ほども出ておりましたが、そういうことが挙げられます。環びわ湖大学・地域コンソー

シアムが昨年度実施しましたアンケートにも、３分の１程度の学生が県内での就職を希望

しているにもかかわらず、県内企業を知らないという結果が出ております。課題解決に向

けましては、県や湖東圏域で連携して、企業の紹介・ＰＲを進めていくこと、また都会に

比べて物価が安いことや、アウトドアでの趣味が活かせるなど、都会にはない魅力的な地

方の暮らしにつきまして、学生にＰＲしていくことが必要であると考えておるところです。 

 もう一つのＫＰＩ値が、３大学新卒者の市内就職率でございますが、これにつきまして

は、平成２９年度の目標数値が４．５％で、実績が３．３％でございましたので、達成で

きずに評価は×でございます。市内の就職としましては、市役所や市立病院がございます

が、市役所の市内大学の入庁者は平成２９年度で３人、平成２８年度も３人と変わりはご

ざいませんが、市立病院が平成２９年度は１人、平成２８年度は１０名でございましたの

で、大幅に減っております。たまたま応募者が少ない年だったようでございますが、大き

な減少の要因の一つでございます。課題といたしましては、やはり学生が市内企業を余り

知らないことが挙げられます。課題解決に向けましては、市内企業のＰＲ、就活本の配布、

合同企業説明会、就職説明会などを実施すること。また、都会と比べて物価が安いことや、

アウトドア等趣味が活かせるなど、都会にはない魅力的な地方の暮らしについて、学生に

ＰＲしていくことが必要であると考えております。 

 次に、２つ目の施策につきましては、起業や新分野への進出に対する支援による新たな
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雇用の創出でございますが、これは再掲でございまして、先ほどの雇用部会のほうで説明

させていただいたところでございますので、ここは省略させていただきます。 

 ３つ目の施策が移住策の推進でございます。ＫＰＩ指標は、毎年度の１２月３１日時点

での社会増減数および当該年度中におけます移住施策による市外からの移住者数で、平成

３１年度に社会増減数は１００人増、移住者は５２人を目指しております。１つ目の移住

策で掲げますＫＰＩ指標は社会増減数で、平成２９年度の目標値は１００人増加で、実績

は１５９人の減少ということでございましたので、達成できずに評価は×でございます。

平成２９年度と平成２８年度を比較いたしますと、転出者は平成２９年度で５，２２４人

とほぼ変わらずでございますが、転入者が平成２９年度では５，１９９人と２５６人の大

幅な減少となっておりますことから、課題といたしましては、転入者を増加させるための

市の魅力発信や施策が必要であります。課題解決に向けましては、移住ポータルサイトを

作成し、移住情報の発信強化を図ること、また、シティプロモーションによる市の魅力発

信・移住者への情報発信強化を進めてまいります。ちなみに、今年度に入りまして人口は

増加しておりまして、平成３０年の５月には、これまで平成２８年１１月が最高値で１１

万２，９０４人でございましたが、この５月にはそれを超えまして１１万２，９１４人と

なっておりまして、ほぼこれは社会増が要因であり、移住策の一定の効果が出ておるんで

はないのかなと、思っております。 

 ２つ目の移住策に掲げますＫＰＩ指標は、移住施策による市外からの移住者数でござい

まして、平成２９年度の目標値は５２人で、実績は６６人でございましたので、これは〇

でございます。課題といたしましては、移住施策を活用した移住者は順調に増加してきて

おりますものの、社会増減数は昨年度はマイナスになっておったということからも、移住

促進策の強化が必要であると考えております。課題解決に向けましては、移住フェアでの

市の魅力を発信すること、また体験型の移住ツアーの実施、また東京にあります「ここ滋

賀」での情報発信、ふるさと回帰支援センターの県専属の相談員との連携強化してまいり

ます。 

 次に、この施策に関します事業の実施状況でございます。３つございます。 

 １つ目が、移住希望者への家賃補助でございまして、最長２年間補助を行うものでござ

います。予算額は５７８万円で、実績額は５４９万４，３５３円でございます。交付決定

数は４２件で、移住者は３１世帯６３人でございました。今年度からは近隣２市４町から

の移住者は対象外として、圏域での人口増加策としたところでございますが、一方年齢要
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件を４０歳以下から４５歳以下に緩和させていただき、さらに新婚世帯への上乗せ補助を

実施することで、より効果的なものとしてまいりたいと考えておるところです。 

 ２つ目は、移住希望者への住宅取得費補助でございます。１８歳以下の子どもが２人以

上いる世帯、または３世代同居が対象世帯となります。予算額は１００万円で、実績は５

０万円でございました。移住者は１世帯３人でございます。平成２９年度に初めて補助実

績者があったところでございます。新築住宅となりますと、個人にとりましては大きな出

費でございますので、なかなか申請がありませんでしたので、今年度から年齢要件を緩和

することとしました。さらには、中古物件も対象としているところでございます。またさ

らに、新婚世帯の上乗せ補助も実施していくようにという改定にしました。なお、家賃補

助と同じく近隣の２市４町は対象外として、圏域での人口増加策としておるところでござ

います。今後も要綱を随時見直すことによりまして、より効果的なものにしたいと考えて

おります。 

 ３つ目は、地域おこし協力隊の活用でございます。平成２８年１０月から移住コンシェ

ルジュとして赴任してもらっております。予算額は３７０万２，０００円に対しまして、

実績が３２４万１，６２５円でございました。ほとんどが協力隊員の報償費でございます

が、首都圏での移住フェアへの参加費用も含まれております。移住相談の対応や、ＳＮＳ

での情報発信、また移住フェアでのＰＲ、移住ツアーの企画、移住パンフレットの作成を

してもらいました。今後も引き続き情報発信に努めてもらい、移住ツアーの実施や、地域

と移住者とのコーディネートなどの新たな試みで移住を促進してもらう予定でございます。 

 以上でございます。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 それでは、ただいまのご説明について、いろいろご意見をいただきたいと思いますが、

３つございまして、ところが（２）につきましては再掲ということで、もちろんここで触

れていただいても結構ですけども、主な議論としては（１）市内大学を初めとした高等教

育機関等との連携強化という、これは県内就職率あるいは市内就職率がＫＰＩ値になって

ます。もう一つは移住ですね、その関係でございます。この２つについてご意見をいただ

ければと思いますが、いかがでしょうか。 

○委員 

 先ほど、最初に冒頭に申し上げたのと一緒になってしまうかと思うんですけど、やはり
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この彦根管内の企業さんをやっぱりよくよく知っていただきたい。全体的に私は、ＰＲ不

足なんじゃないかなというふうに思うんです。後段のほうは移住の関係が出てくるんです

けど、私、京都からこちらの南彦根に住んでおるんですけれども、すごく、私の感想で申

しわけないんですけれども、住みやすいと思ってます。ほんとに住みやすいまちだなとい

うふうに思ってますので、こんなに住みやすいまちがあるのに知らなかったというふうな

のが私の印象なんですね。なので、どんどん何かの形で、もう少しＰＲできるんじゃない

かなというふうに思いますので、ぜひともよろしくお願いしたいと思います。 

○会長 

 ありがとうございます。他にございますでしょうか。 

○委員 

 大学出て就職すると、どうしても大企業とか最初考えて、そういうところは彦根に必ず

しもその就職の窓口がないということでこういう傾向になってるかと思うんですけど、や

っぱり若者が魅力を感じるような、何といいますか、何か学生に向けてアピールするよう

なことをしていただきたいと思います。 

○会長 

 ということですが、他にございますでしょうか。 

 私の思いは、卒業後すぐに定着するのも一つだけども、都会に行って数年して世帯を持

って帰ってきて、いいところで子育てして生活をするというのもまた一つなんで、Ｉター

ン・Ｕターンといったその辺もしっかり含めて、いろいろ考えていただければいいなと思

います。とにかく、たくさん言われるライフスタイル、先ほど非常にいい説明だったと思

うんですけども、物価が安い、それとか、生活がすごくいい、通勤時間短いとか、やっぱ

り人生のほんとに人間の生活をしてるなというのが実感できる空間だと思うんですね、お

っしゃるとおり。今までは就職、働き口がないからなかなか戻って来れないとか、誘致で

きないとかいう話が多かったんだけど、有効求人倍率がここまで上がってるんだったら、

それで働き口はある。だから、住みやすいいい場所だというところで引っ張ってくるとい

うことも考えて、トータルをやっていただければなというふうに私は思った次第です。 

 他にございますでしょうか。いかがですか。よろしゅうございますか。 

 続きまして、議題２、その他事務連絡等がございますか。それでは事務局から何かござ

いましたら、連絡をお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。 

 よろしゅうございますか。では、特にないようですので、これを持ちまして本日の次第
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にありました議題の審議は終了いたしました。 

 

○会長 

 この際でございますが、ほかに何かご質問、ご意見等ございましたらお受けしたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

○委員 

 先ほどちょっと時間の関係で言いそびれたんですけれども、今６０歳定年、再雇用６５

歳が入ってきて、おおむね約四、五年たってます。今、私は組合関係をやってますので、

いろんな企業の方が６５歳の再雇用を満了される方が、今これからどんどん増えてきます。

その方たちが、今まで単身赴任であった方々が今Ｕターンしてきてます。この人たちは、

ハイスキルを持った方が非常に多くて、まだまだ働きたいけれども６５歳を過ぎるとやは

り仕事がないという部分で、若干二の足を踏んでおられる方もたくさんおられます。そう

いう方にやっぱり満了になってＵターンで帰ってきたときにこちらでもやはりそういう

方々を受け入れるだけの皿、お皿を、受け皿を持っていただくと、今は今日の議題の中に

も若者とか学生とかいう部分がメーンになってるんですけど、やはり再雇用の満了者の高

スキルの受け入れというものも少し視野に入れた形でのものをお願いしたいなというのが

感想です。 

○会長 

 ありがとうございました。 

 人生１００年時代と言われておるので、６０を過ぎてもまだまだ元気な方いっぱいおら

れるし、さらに人生のキャリアを積まれた方も非常に有用に、さらにもう一度仕事をやり

たいという方いっぱいいらっしゃると思うので、そこも含めてご検討いただければと思い

ます。どうもありがとうございました。 

 それでは、本日の会議はこれにて終了したいと思います。次回は８月６日、１４時半か

ら彦根駅前のアル・プラザ彦根でございますので、どうぞよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 それでは、ありがとうございました。 

（終了） 


